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総合計画って？

２０２１年度から
第5次総合計画



総合計画

地域ビジョンの共有

仕事の進捗管理議会からの承認



将来像と方向性
（ビジョン）

基本構想達成
のためすべきこと
（施策）

基本計画に

もとづき具体的
にやること
（事務事業）

「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３段構造

芦屋市ＨＰ：「第4次芦屋市総合計画（基本構想）」より



みなさんと基本構想をつくっていきます

市民ＷＳ成果

将来像

こんなまち
にしたい

芦屋の強み・
弱み

取組アイデア
等

基本構想案

将来像

まちづくりの

基本方針

基本計画案

※市民WSの提案を
骨格として作成

※行政の専門性に
基づき市が作成

将来像を具体化する
ためのまちづくりの
視点

数十年先を見通しな
がら目指す10年後の
芦屋市の姿



第１回 10月21日(日) 「芦屋市はどんなまち」
第２回 11月11日（日）
第３回 12月2日（日）
第４回 12月15日（土）
第５回 1月19日（土） 「提言案のとりまとめ」

「芦屋市をこんなまちに
したい」を掘り下げ，まと
めていきます

２月 総合計画ワークショップ報告会

基本構想案



策定までのプロセス
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市民アンケートによる現状評価



住みよいと感じている

住み続けたい

芦屋に住むことについての意識

芦屋市ＨＰ：「芦屋のまちづくりについての市民アンケート調査結果（平成30年3月）」より



35の目標についての評価

・
・
・

◆満足度→各施策について「そうなっている」と
回答を得た割合

◆重要度→「今後重要と考える分野（3つ選択）」の
回答結果



子育てと仕事の両立

商業の利便性

高齢者の暮らし

清潔なまち

犯罪が少ない

重要度が高く
満足度も高い

重要度が高いが
満足度は低い

重要度が低く
満足度も低い

行政運営，
市民主体

重要度は低く
満足度は高い

ハード的な
環境整備

芦屋市ＨＰ：「芦屋のまちづくりについての市民アンケート調査結果（平成30年3月）」より



芦屋市行政についてちょっとだけ



1人当たりの課税対象所得

芦屋市

宮崎県ひなたＧＩＳシステム：「統計局e-stat 課税対象所得（納税義務者1人当たり）」より



芦屋市の財政力の変化

1993年

2013年

阪神淡路
大震災

芦屋市

宮崎県ひなたＧＩＳシステム：「統計局e-stat 財政力ｊ指数（市町村財政）」より



市債残高（借金）

2001年（ピーク時）

1,119
億円

498
億円

2017年
2003年
財政非常
事態！

319
億円

1994年

芦屋市ＨＰ：「公債費負担適正化の取り組み」より



支出の特徴

総務費

総務費

総務費

民生費, 34.9%

民生費, 26.9%

民生費, 28.5%

衛生費

衛生費

衛生費

土木費

土木費

土木費

教育費

教育費

教育費

公債費, 10.4%

公債費, 22.9%

公債費, 10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

類似団体平均

芦屋市

全国平均

（2014年）

芦屋市

借金の返済が
多い！

地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）：「総務省 地方財政状況調査関係資料（財政状況資料集）」より



民生費＝社会保障・福祉

2007年

約80億円
（20％）

約130億円
（29％）

2016年

総務省ＨＰ：「市町村決算カード」より



施設・インフラ維持 50年試算

予測される更新費用
年平均63.4億円負担可能な経費の見通し

年平均43.4億円

年平均20億円不足

芦屋市ＨＰ：「公共施設等総合管理計画（4.将来更新費用試算）」より



日本の人口推移と将来予測

国土交通省：「ライフスタイル・生活懇談会配布資料（人口の動向等について）」より



芦屋の人口と高齢化率推移予測

2015年
95,350人

2025年
96,051人

2040年
87,715人

2030年
93,603人

第5次
総合計画期間

27.4％
38.7%

人口

６５歳以上
の割合

芦屋市ＨＰ：「芦屋市創生総合戦略（芦屋市人口ビジョン 2.人口の将来推計）」「芦屋の統計資料（毎月人口）」より
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今芦屋市に住んでいる方（年齢別）の
0歳・10歳・30歳時点から継続して芦屋に在住している割合

生まれたとき
からずっと
芦屋市民

30歳までに
芦屋市民に
なった

10歳までに
芦屋市民に
なった

年齢平成30年9月時点 芦屋市住民基本台帳より（政策推進課独自作成）



「住み良い・住み続けたい」と思
われている芦屋市でも，
次の10年で，人口減少局面に入
ります。

いいところが
たくさんあるから


